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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第67期
第３四半期
累計期間

第68期
第３四半期
累計期間

第67期

会計期間
自2014年４月１日
至2014年12月31日

自2015年４月１日
至2015年12月31日

自2014年４月１日
至2015年３月31日

売上高 （千円） 15,593,201 16,182,580 20,978,878

経常利益 （千円） 579,819 711,510 775,834

四半期（当期）純利益 （千円） 361,597 475,905 469,033

持分法を適用した場合の投資利益 （千円） － － －

資本金 （千円） 687,749 687,749 687,749

発行済株式総数 （株） 1,704,267 1,704,267 1,704,267

純資産額 （千円） 3,629,588 4,070,287 3,737,874

総資産額 （千円） 10,905,571 10,879,181 9,810,927

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 212.23 279.33 275.29

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

１株当たり配当額 （円） － － 83.00

自己資本比率 （％） 33.3 37.4 38.1

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） 897,988 1,356,138 393,057

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △211,234 △803,874 △250,571

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △2,559 168,213 △128,051

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 931,039 981,757 261,280

 

回次
第67期
第３四半期
会計期間

第68期
第３四半期
会計期間

会計期間
自2014年10月１日
至2014年12月31日

自2015年10月１日
至2015年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 111.57 81.21

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移につ

いては記載しておりません。

２．売上高には消費税等は含まれておりません。

３．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社が存在しないため記載しておりません。

４．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

５．四半期財務諸表等規則第４条の２第３項により、四半期キャッシュ・フロー計算書を作成しております。
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２【事業の内容】

　当第３四半期累計期間において、当社及び当社の関係会社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載した

事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

(1）業績

当第３四半期累計期間の業績は売上高16,182,580千円（前年同期比3.8％増）、営業利益711,769千円（前年同

期比34.4％増）、経常利益711,510千円（前年同期比22.7％増）、四半期純利益475,905千円（前年同期比31.6％

増）となりました。

　セグメントの業績は以下のとおりです。

 

（電子機能材事業）

　電子機器や電子部品に使用されている材料・部品の表面処理加工を主とする電子機能材事業では、売上高は

4,810,993千円（前年同期比7.6％増）となりました。民生関連でのスマートフォンやタブレット端末に向けてコネ

クタ・端子類の旺盛な需給が続いており、当初の見込みを上回る水準での稼働が続いています。一方で、自動車や

産業機器向けでは中国経済の減速などもあり、計画を下回る弱含みの推移となっております。その結果、当該セグ

メントの経常利益は516,415千円（前年同期比14.5％増）となりました。

 

（電気機能線材事業）

　電線・配線用ケーブル・通信用ケーブルなどの伸線加工を主とする電気機能線材事業では、売上高は11,371,586

千円（前年同期比2.3％増）となりました。主力の設備用電線など建設・電販向けだけでなく、平角線・異形線加

工も若干ながら計画を上回る堅調な推移となっております。また、原価低減・経費削減にも引き続いて取り組んで

おり、その結果、当該セグメントの経常利益は195,095千円（前年同期比51.5％増）となりました。

 

(2）財政状態の分析

　総資産は10,879,181千円となり、前事業年度末に比べ1,068,253千円増加しました。これは現金及び預金が

720,477千円、機械及び装置（純額）が188,680千円、建設仮勘定が405,349千円増加したことと、受取手形及び売

掛金が190,173千円減少したことなどによるものです。

　負債合計は6,808,894千円となり、前事業年度末に比べ735,840千円増加しました。これは買掛金が572,264千

円、1年内返済予定のものも含めた長期借入金が309,676千円増加したことと、未払法人税等が195,321千円減少し

たことなどによるものです。

　純資産は4,070,287千円となり、前事業年度末に比べ332,413千円増加しました。これは、当第３四半期累計期間

の四半期純利益と剰余金の配当などを反映したものです。
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(3）キャッシュ・フローの状況

　当第３四半期累計期間における現金及び現金同等物は、前事業年度末に比べて720,477千円増加し、981,757千円

となりました。

　当第３四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりであります。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動によるキャッシュ・フローは、1,356,138千円の収入（前年同四半期累計期間は897,988千円の収入）と

なりました。主な収入は税引前四半期純利益710,354千円、減価償却費249,356千円、売上債権の減少額190,173千

円、仕入債務の増加額572,264千円であり、主な支出は法人税等の支払額419,107千円などであります。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の取得による支出803,112千円などにより803,874千円の支

出（前年同四半期累計期間は211,234千円の支出）となりました。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動によるキャッシュ・フローは、長期借入れによる収入600,000千円のほか、長期借入金の返済による支

出290,324千円、配当金の支払額141,269千円などにより168,213千円の収入（前年同四半期累計期間は2,559千円の

支出）となりました。

 

(4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

　なお、当社の財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関しては重要な事項と認識しており、継続的に

検討をしております。しかしながら、親会社の議決権の所有割合が50％を超えている現状に鑑みて、現時点での買

収防衛策の導入はしておりません。

(5）研究開発活動

　当第３四半期累計期間における研究開発活動の金額は104,482千円であります。

　なお、当第３四半期累計期間において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

(6）経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見直し

　当第３四半期累計期間において、当社の経営成績に重要な影響を与える要因に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 5,345,068

計 5,345,068

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（2015年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（2016年２月４日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 1,704,267 1,704,267

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数

100株

計 1,704,267 1,704,267 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

 　該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

2015年10月１日～

2015年12月31日
－ 1,704,267 － 687,749 － 826,871

 

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

EDINET提出書類

ＦＣＭ株式会社(E02115)

四半期報告書

 6/17



（７）【議決権の状況】
 

①【発行済株式】

 2015年12月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　　500 － 単元株式数100株

完全議決権株式（その他） 普通株式 1,703,100 17,031 同上

単元未満株式 普通株式　　　667 － －

発行済株式総数         1,704,267 － －

総株主の議決権 － 17,031 －

 

②【自己株式等】

 2015年12月31日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

ＦＣＭ株式会社
大阪市東成区神路三丁目

８番36号
500 － 500 0.03

計 － 500 － 500 0.03

(注)　当第３四半期会計期間末日現在の自己株式数は534株であります。

 

２【役員の状況】

 該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について
　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号。以下「四半期財務諸表等規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、四半期財務諸表等規則第４条の２第３項により、四半期キャッシュ・フロー計算書を作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期会計期間（2015年10月１日から2015年12

月31日まで）及び第３四半期累計期間（2015年４月１日から2015年12月31日まで）に係る四半期財務諸表について、

有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について
　当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】

（１）【四半期貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前事業年度

(2015年３月31日)
当第３四半期会計期間
(2015年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 261,280 981,757

受取手形及び売掛金 5,232,403 ※ 5,042,229

仕掛品 347,771 253,113

原材料及び貯蔵品 408,304 400,989

繰延税金資産 33,883 19,023

その他 15,593 36,357

流動資産合計 6,299,236 6,733,470

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 748,883 713,617

機械及び装置（純額） 575,574 764,254

土地 1,863,981 1,863,981

建設仮勘定 7,971 413,320

その他（純額） 106,868 180,752

有形固定資産合計 3,303,278 3,935,926

無形固定資産 9,864 8,857

投資その他の資産   

投資有価証券 37,785 35,966

繰延税金資産 145,525 151,366

その他 15,237 13,594

投資その他の資産合計 198,547 200,927

固定資産合計 3,511,691 4,145,711

資産合計 9,810,927 10,879,181
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  （単位：千円）

 
前事業年度

(2015年３月31日)
当第３四半期会計期間
(2015年12月31日)

負債の部   

流動負債   

買掛金 3,209,824 3,782,089

1年内返済予定の長期借入金 361,986 373,412

未払法人税等 287,432 92,111

役員賞与引当金 9,200 －

その他 361,168 401,558

流動負債合計 4,229,611 4,649,171

固定負債   

長期借入金 1,363,503 1,661,753

退職給付引当金 408,223 426,254

その他 71,715 71,715

固定負債合計 1,843,441 2,159,722

負債合計 6,073,053 6,808,894

純資産の部   

株主資本   

資本金 687,749 687,749

資本剰余金 826,871 826,871

利益剰余金 2,217,587 2,552,079

自己株式 △1,055 △1,247

株主資本合計 3,731,153 4,065,452

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 6,721 4,835

評価・換算差額等合計 6,721 4,835

純資産合計 3,737,874 4,070,287

負債純資産合計 9,810,927 10,879,181
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（２）【四半期損益計算書】

【第３四半期累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期累計期間
(自　2014年４月１日
　至　2014年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自　2015年４月１日
　至　2015年12月31日)

売上高 15,593,201 16,182,580

売上原価 14,168,731 14,559,313

売上総利益 1,424,470 1,623,266

販売費及び一般管理費 894,690 911,497

営業利益 529,779 711,769

営業外収益   

受取利息 8 3

受取配当金 579 1,122

助成金収入 1,050 1,052

受取賃貸料 3,231 3,231

スクラップ売却益 52,085 2,536

その他 7,212 4,799

営業外収益合計 64,167 12,746

営業外費用   

支払利息 8,161 6,958

売上割引 4,264 4,412

賃貸費用 1,701 1,611

その他 － 21

営業外費用合計 14,127 13,004

経常利益 579,819 711,510

特別利益   

固定資産売却益 179 239

特別利益合計 179 239

特別損失   

固定資産除却損 23,149 1,396

特別損失合計 23,149 1,396

税引前四半期純利益 556,850 710,354

法人税、住民税及び事業税 218,847 224,536

法人税等調整額 △23,594 9,912

法人税等合計 195,252 234,449

四半期純利益 361,597 475,905
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前第３四半期累計期間
(自　2014年４月１日
　至　2014年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自　2015年４月１日
　至　2015年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前四半期純利益 556,850 710,354

減価償却費 252,284 249,356

役員賞与引当金の増減額（△は減少） － △9,200

退職給付引当金の増減額（△は減少） 28,311 18,030

受取利息及び受取配当金 △588 △1,126

支払利息 8,161 6,958

有形固定資産売却損益（△は益） △179 △239

固定資産除却損 23,149 1,396

売上債権の増減額（△は増加） △853,131 190,173

たな卸資産の増減額（△は増加） △383,011 101,974

仕入債務の増減額（△は減少） 1,343,980 572,264

その他 △22,544 △60,816

小計 953,282 1,779,125

利息及び配当金の受取額 588 1,126

利息の支払額 △8,198 △6,949

法人税等の支払額 △48,175 △419,107

その他 490 1,942

営業活動によるキャッシュ・フロー 897,988 1,356,138

投資活動によるキャッシュ・フロー   

投資有価証券の取得による支出 △943 △961

有形固定資産の取得による支出 △210,707 △803,112

有形固定資産の売却による収入 180 240

無形固定資産の取得による支出 － △600

その他 237 558

投資活動によるキャッシュ・フロー △211,234 △803,874

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △100,000 -

長期借入れによる収入 300,000 600,000

長期借入金の返済による支出 △173,440 △290,324

自己株式の取得による支出 △106 △192

配当金の支払額 △29,013 △141,269

財務活動によるキャッシュ・フロー △2,559 168,213

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 684,193 720,477

現金及び現金同等物の期首残高 246,845 261,280

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 931,039 ※ 981,757
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【注記事項】

（四半期貸借対照表関係）

　※　四半期会計期間末日満期手形

　四半期会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしております。なお、当四

半期会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期会計期間末日満期手形が四半期会計期間末日残高に

含まれております。

 
前事業年度

（2015年３月31日）
当第３四半期会計期間
（2015年12月31日）

受取手形 －千円 82,319千円

 

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

　※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記のとおりで

あります。

 
前第３四半期累計期間
（自 2014年４月１日
至 2014年12月31日）

当第３四半期累計期間
（自 2015年４月１日
至 2015年12月31日）

現金及び預金勘定 931,039千円 981,757千円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 － －

現金及び現金同等物 931,039 981,757

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期累計期間（自　2014年４月１日　至　2014年12月31日）

１.配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額

（千円）

1株当たり配

当額（円）
基準日 効力発生日 配当の原資

2014年６月17日

定時株主総会
普通株式 28,965 17.00 2014年３月31日 2014年６月18日 利益剰余金

 

 

２.基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間末後となる

もの

該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第３四半期累計期間（自　2015年４月１日　至　2015年12月31日）

１.配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額

（千円）

1株当たり配

当額（円）
基準日 効力発生日 配当の原資

2015年６月18日

定時株主総会
普通株式 141,413 83.00 2015年３月31日 2015年６月19日 利益剰余金

 

 

２.基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間末後となる

もの

該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期累計期間（自　2014年４月１日　至　2014年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

   （単位：千円）

 電子機能材事業 電気機能線材事業 合計

売上高    

（1）外部顧客への売上高 4,472,600 11,120,601 15,593,201

（2）セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － －

計 4,472,600 11,120,601 15,593,201

セグメント利益 451,004 128,815 579,819

（注）１.セグメント利益の合計は、四半期損益計算書の経常利益と一致しております。

２.セグメント利益には適当な配賦基準によって各報告セグメントに配賦された全社費用を含んでお

ります。なお、財務収益費用についても全社的に管理されておりますが、金額的影響が軽微である

ため各報告セグメントに配賦しております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第３四半期累計期間（自　2015年４月１日　至　2015年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

   （単位：千円）

 電子機能材事業 電気機能線材事業 合計

売上高    

（1）外部顧客への売上高 4,810,993 11,371,586 16,182,580

（2）セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － －

計 4,810,993 11,371,586 16,182,580

セグメント利益 516,415 195,095 711,510

（注）１.セグメント利益の合計は、四半期損益計算書の経常利益と一致しております。

２.セグメント利益には適当な配賦基準によって各報告セグメントに配賦された全社費用を含んでお

ります。なお、財務収益費用についても全社的に管理されておりますが、金額的影響が軽微である

ため各報告セグメントに配賦しております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期累計期間
（自　2014年４月１日
至　2014年12月31日）

当第３四半期累計期間
（自　2015年４月１日
至　2015年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 212円23銭 279円33銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 361,597 475,905

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 361,597 475,905

普通株式の期中平均株式数（株） 1,703,801 1,703,748

　（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

 2016年２月２日

ＦＣＭ株式会社

 

取締役会　御中    

 

 有限責任監査法人 トーマツ  

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 新免　和久　　　㊞

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 千﨑　育利　　　㊞

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているＦＣＭ株式会社

の2015年４月１日から2016年３月31日までの第68期事業年度の第３四半期会計期間（2015年10月１日から2015年12月31日

まで）及び第３四半期累計期間（2015年４月１日から2015年12月31日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸

借対照表、四半期損益計算書、四半期キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に

表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論

を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る四半期財務諸表の作成基準に準拠して、ＦＣＭ株式会社の2015年12月31日現在の財政状態並びに同日をもって終了する

第３四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要

な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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